
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

● 県の特産である狭山茶の歴史や特徴、製造方法やお茶の淹れ方など、多くの

資料を使ってわかりやすく教えていただくことができました。また、家にお

茶を淹れる習慣のない児童が増えているなか、急須や湯冷まし、湯飲み茶碗

など、全ての器具を持って来ていただいたため、家庭では経験できない授業

となりました。意図的に日本の伝統や作法を体験させ大切にしていく機会を

持つことの重要性を改めて感じることができる時間になりました。 

● お茶育の授業をしていただいたのが、１２月だったこともあり、児童は冬休み

中に家庭で実践する機会が多くあったようです。今まで、日本茶に興味がなか

ったり、お茶といったらペットボトルのものを飲むといったりする児童がほと

んどでした。しかし、お茶育の授業の後には、「自分の家にあるお茶はどこの

お茶なのか気になって調べてみた」という児童や、「自宅にあるお茶と親戚の

家で飲んだお茶の味の違いが気になった」という児童が増えていました。 

● ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○ 

 ○○○○○○○○○○。 

● お茶育の授業で苦くないおいしいお茶を飲みました。急須でお茶をいれるとお

湯の温度によってお茶の味が変わるので、飲む人の好みに合わせていれられる

事を知りました。容器に入れ替えるとお湯の温度が１０℃冷めることを教わっ

たので、低い温度でテアニンがたくさん出ている甘いお茶を妹に、熱いお湯で

カテキンがたくさん出ている苦いお茶をおばあちゃんに入れてあげたいです。 

● お茶ってすごいと思いました。飲めば体に良いし、飲み終わった後の茶殻も掃

除に使えると教えていただきました。また、急須でお茶をいれると、家族にあ

りがとうという気もちも入れてあげられることができると思いました。 
。 

 
 

お茶育体験 

第５学年 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 
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あれ？？！！甘い？ 

おいしい！！苦くない！ 


